
【資料３】



高知県の気候変動（年平均気温偏差）

高知の年平均気温偏差

○棒グラフは各年の基準値（1981-2010年の30年平均値）からの偏差
○青い折れ線は偏差の5年移動平均
○赤い直線は長期変化傾向

○高知の年平均気温は、長期的には上昇を示しており、100年あたり1.5℃（統計期
間：1886～2018年）の割合で上昇している。

○気温の変動は、地球温暖化の影響や、観測所が都市部にあることによるヒートアイラ
ンドの影響があり、さらに数年～数十年程度の時間規模で繰り返される自然変動が重
なっていると考えられる。



高知県の気候変動（年間猛暑日日数・年間冬日日数の経年変化）

高知の年間猛暑日日数の経年変化
（1886年～2018年）

【両グラフ共通】
○棒グラフは各年の日数
○青い折れ線は偏差の5年移動平均
○赤い直線は長期変化傾向

猛暑日は10年あたり0.2日の
割合で増加している。

高知の年間猛暑日日数：2.2日
（1981～2010年の平均値）

冬日は10年あたり1.9日の割
合で減少している。

高知の年間冬日日数：21.6日
（1981～2010年の平均値）

高知の年間冬日日数の経年変化
（1886年～2018年）

※猛暑日：日最高気温35℃以上の日
冬 日：日最低気温 0℃未満の日



温暖化によるでんぷんの蓄積異常で、米が白く濁る白未熟粒が発生しているほか、
冬場の低温遭遇不足などによる新高梨の果肉障害（みつ症）も多発。
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高知県の水稲1等米比率と平均気温の推移
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資料：高知県作成（気温データは高知地方気象台より） 資料：高知県作成

高知県における温暖化の影響



気候変動の影響への適応
平成28年3月 高知県地球温暖化対策実行計画を改定（計画期間：

2017年度～2030年度）
第8章に「気候変動の影響への適応」を盛り込む

平成31年4月 高知県地球温暖化対策実行計画の第8章を地域気候変
動適応計画として位置づけ
衛生環境研究所を適応センターとして位置づけ

令和元年７月 高知県地球温暖化対策実行計画推進協議会
適応策の取組状況について報告

令和２年度 高知県環境基本計画の見直しに併せて、高知県地球温
暖化対策実行計画の見直しを行う

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
へ



実行計画第8章 適応策 抜粋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　そこで、高知県における適応策として進められている対策について、重大性・緊急性などの高いものを集めたものがこの一覧表になります。

　水稲（スイトウ）や果樹に関しては、高温耐性のついた品種の育成や、水害については、浸水被害を抑えるための河川の改修や整備、ハザードマップの充実など、様々な対策が必要となっており、温暖化の影響に対する施策をすすめているところです。

　また、適応策については、国も取組を推進しているところであり、今後、この適応策に関する計画を策定するという話もあり、重要な取組になっていくこととなります。

以上が高知県における温暖化対策になります。



○水稲
・高知県は、温暖な気候で、全国でも最も早く新米を出荷
する産地の一つ。

・しかし、夏期の暑さによって、お米が白く濁る「白未熟
粒」が多発。

「よさ恋美人」
・品質改善を図る目的で、平成15年に食味が優れる「コシ
ヒカリ」と品質が優れる「ふさおとめ」を交配。

・14年の歳月をかけて「きれい」「おいしい」「はやい」
という特徴を兼ね備えた「よさ恋美人」が誕生。

・平成30年から県内で本格的に栽培を開始。

適応策の具体例（１）





適応策の具体例（２）
○果樹
ナシ

・低温要求量の少なく、夏季の高温に対応できるナシの品
種・系統の選定、育成

・冬季のナシ樹体遮光による低温要求補填技術の開発

・みつ症などの生理障害の少ないナシ品種「あきづき」の
普及



高知県気候変動適応センターの設置
経 過

H30.6月 地球温暖化対策を所管課（新エネルギー推進課）が適応センター設置
先の検討を開始

H31.1月 所管部局内の協議で、環境研究センターを適応センターとして位置づ
ける方針を決定

H31.2月

所管課から、全庁主管課長宛に気候変動適応法の施行に伴う対応につ
いて通知
・高知県地球温暖化対策実行計画の第8章を地域気候変動適応計画と
して位置づけ
・環境研究センターを適応センターとして位置づけ

H31.4月 高知県衛生環境研究所(衛生研究所と環境研究センターを統合)の企画
部門に適応センターを設置



気候変動適応センターの位置づけ

組織的整理

・気候変動適応法第13条に規定する機関
・地方自治法上の位置づけは、出先機関ではなく内部組織(第158条)
とし、行政組織規則においてその機能を担う所属を明示

・センター長などポストは置かず、機能を担う所属の長を業務上の責
任者とする

行政組織規則
上の規定

・新エネルギー推進課：気候変動適応法に関すること
・衛生環境研究所：高知県気候変動適応センターに関すること

地域センター
設置要綱等 ・設置要綱は策定せず

外部へのＰＲ ・衛生環境研究所ホームページ内に適応センターの情報を掲載



これまでの取組み、今後の取組み

これまでの
取組み

【活動】
・適応センターのホームページ開設
・国立環境研究所気候変動適応センターとの意見交換
・気候変動適応中国四国広域協議会への参加
・関係機関との協議(高知地方気象台、気象庁地球環境・海洋部気候情
報課、大阪管区気象台地球環境・海洋課)

・研修等への参加(5月:気候変動適応講演会、8月:気候変動適応研修、
10月:気候変動影響事例調べワークショップ、11月:地域の気候変動
適応推進に向けた意見交換会)

今後の取組み

・県民への適応の啓発普及(環境保護イベントに合わせたパネル展示等
の検討、ホームページの充実等)

・県内の気候変動の気づきや適応策等の取組みに関する情報の収集
・国立環境研究所との共同研究や環境研究総合推進費を活用した研究
の検討



高知県の気候変動適応ホームページ

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130120/



県内各地域の情報を提供（例:気候予測）

21世紀末の気候について「真夏日」を例に
県内各地の予測をホームページに掲載
資料は高知地方気象台及び気象庁の協力を
得て適応センターが作成
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